
金
海
古
蹟
志
傘
十

後
絶
え
た
る
か
今
は
な
し
。

O
掘
的
措
世
黄
金

加
藤
惟
貨
の
関
山
私
記
に
云
ふ
。
貧
困
四
十
三
年
五
月
小
立
野
貿
悩
苛

溢
の
由
同
を
打
ち
け
る
路
、
瓶
を
掘
り
出
し
.
共
中
陀
古
金
三
百
雨
入

有
ν
之
.
此
俄
不
v
及
ν
断
限
世
底
露
見
す
。
と
あ
り
。
按
宇
'
る
民
、同
国

務
封
内
加
能
越
三
州
路
郡
郷
里
、
古
来
金
・
銀
貨
幣
或
は
銅
銭
等
E

姻
り
山
川
す
都
多
し
。
中
に
も
文
化
十
凶
年
九
月
能
登
間
鹿
ぬ
郡
阿
問

村
の
邑
民
‘
古
泊
用
の
雁
金
小
川
刊
等
凶
枚
を
掘
り
出
せ
り
。
前
回
村

は
問
側
部
の
隣
邑
陀
て
長
氏
居
館
中
の
遺
物
放
と
い
へ
り
。
叉
文

化
元
年
凶
月
加
賀
図
能
抽
出
郡
僻
村
岡
間
中
よ
り
古
銭
数
十
日
を
捌
り

出
し
た
る
よ
し
、
州
芯
来
図
概
到
に
見
白
、
ま
た
向
刑
制
御
僻
村
に

枯早
品
と
字
し
、
十
削
鮮
の
地
陀
古
銭
の
か
け
残
り
子
ν
今
あ
り
と
・
能

美
名
跡
誌
に
い
へ
り
。
右
地
遜
皆
い
に
し
へ
の
館
跡
た
り
と
ぞ
。
訟
も

ふ
に
上
野
も
往
古
の
館
跡
な
ら
ん
か
。
叉
立
文
八
年
五
月
越
中
園
射

水
郡
中
老
岡
村
の
邑
民
.
村
地
よ
り
金
子
弁
陀
総
鍔
焼
物
等
掘
り

出
し
.
n
T
山
地
郡
山
中
行
所
ま
で
右
品
々
持
品
昔
、
務
公
の
聞
き
に
出
世
し
け

る
慮
、
隠
し
世
か
宇
有
併
に
早
速
申
上
ぐ
る
儀
、
律
儀
者
の
よ
し
賞

血管あ
り
て
、
右
掘
り
出
し
た
る
金
子
等
ロ
m
k
、
及
び
褒
美
と
し
て
銀

の
百
姓
在
り
。
山
崎
の
村
地
は
い
に
し
へ
腕
大
な
る
地
な
り
し
か

ど
、
リ
逝
々
町
地
と
成
り
‘
村
終
も
小
立
野
経
王
寺
前
へ
移
締
E
命
ぜ

ら
れ
し
成
.
共
後
経
王
寺
御
建
立
あ
り
て
、
此
の
寺
溢
陀
村
落
あ
り

て
は
見
苦
し
と
の
事
陀
て
、
今
の
上
野
村
の
地
へ
再
部
し
.
村
名
も

上
野
村
と
た
り
た
る
よ
し
い
ひ
俳
ふ
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
上
野

の
名
は
三
詑
紀
K
.
正
保
三
年
間
中
先
兵
街
と
去
ふ
牢
人
小
松
へ
言

上
し
、
晴
津
村
の
石
川
崎
と
云
ふ
成
よ
り
別
に
用
水
を
掘
り
よ
げ
、
土

清
水
の
山
の
阪
を
掘
り
廻
し
、
牛
援
の
上
野
と
土
治
水
野
と
を
問
地

民
間
時
四
せ
し
む
と
あ
り
。
き
れ
ば
牛
坂
の
上
野
よ
り
起
り
た
る
邑
名

花
て
‘此
の
地
設
を
ば
い
忙
し
へ
牛
坂
の
上
野
と
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
但

し
村
立
の
都
は
、
改
作
所
帯
由
紀
陀
服
せ
た
る
元
総
七
年
二
月
上
野

=
百
冊
以
三
ヶ
村
肝
前
辿
名
の
官
上
位
陀
、
上
野
新
村
三
口
新
村

梨
林
跡
御
問
地
、
六
十
ク
年
許
以
前
よ
り
御
水
道
上
水
に
而
ゃ
し
な

ひ
来
供
。
十
桐
凶
ケ
時
間
は
新
村
陀
而
、
中
納
言
桜
御
代
に
は
野
毛
K
而

御
座
候
成
に
、
御
技
中
御
水
道
之
水
多
参
候
問
.
此
水
を
以
新
聞
被
v

s
=
仰
付
-
に
付
.
石
川
加
賀
郡
よ
り
笠
に
罷
出
.
村
を
相
立
、
只
今
干

石
飴
之
仰
問
地
陀
町
田
成
。
と
あ
り
。
川
町
毛
は
不
毛
の
地
を
い
へ
り
。

叉
元
文
五
年
七
月
旦

E
十
村
役
の
者
よ
り
言
上
容
に
も
.
立
武
六
年

金
滞
古
肢
志
年
十
一

四

子
を
賜
は
り
、
外
柑
州
都
の
百
姓
共
も
物
毎
陀
体
俊
民
可
昌利
心
の
-
皆

可
=
申
付
-
と
の
よ
し
、
艮
正
十
村
共
へ
紘
i-

申
波
"
国
百
.
改
作
所
葱
記
に

記
紋
す
。

O
上
野
八
幡
神
社

此
の
一
脚
制
は
.
上
野
の
産
土
榊
に
て
、
上
野
町
溢
六
百
戸
許
の
産
土

榊
と
す
。
共
の
枇
は
削
ち
上
野
村
に
あ
り
。
放
に
上
野
八
幡
と
呼
べ

り
。
改
作
所
奮
紀
K
・
左
の
代
」
付
を
縦
せ
た
り
。

御
訴
に
付
申
上
候
。

私
共
在
所
八
幡
宮
.
跡
々
よ
り
預
り
巾
皮
と
申
仁
も
御
座
候
へ
共
、

紳
主
主
立
申
候
へ
ば
、
人
容
多
御
山
也
候
に
付
.
耕
作
共
外
何
角
陀
付
、

百
姓
共
勝
手
慈
敷
御
磁
候
故
.
只
今
定
何
方
に
も
預
け
不
申
候
。
以

上。

一冗称
十
三
年
六
月

上
野
新
村
百
姓
連
判

此
の
後
山
伏
鰭
王
寺
.
引
拡
溢
忙
居
住
し
奉
仕
せ
し
慮
、
明
治
二
年
に

科
俳
混
泊
御
殿
止
に
付
復
飾
し
.
大
井
修
迎
と
綿
し
.
紳
職
と
成
H

た
り
。
O
上
野
村
侮
話

上
野
の
体
設
に
.
此
の
邑
民
は
往
古
石
油
七

グ
村
の
内
な
る
山
崎
村

辰
巳
水
道
被
z
仰
付
一
翠
七
年
右
水
道
の
蝕
水
を
以
問
地
闘
吉
被
a
仰

付
↓
共
棚
上
野
村
・初
波
新
村
・
=
一
口
新
村
相
時
也
、延
貧
六
年
陀
上
野
新

村
と
改
唱
相
成
。
と
減
せ
た
り
。
反
巳
水
道
と
い
ふ
は
所
ν
制
辰
巳
用

水
に
て
.
三
笠
記
K
.
究
永
札
年
小
松
町
人
板
屋
兵
四
郎
の
測
量
に

て
、
陪
川
の
川
上
辰
巳
村
よ
り
水
道
を
泊
・
?
と
あ
れ
ど
、
共
の
管
究

永
六
年
の
部
主
ら
ん
か
。
上
野
村
は
山
崎
の
諸
国
民
た
り
し
故
、
そ
の

さ
き
ヒ
野
村
と
総
し
、
新
村
と
は
呼
ば
ざ
り
け
ん
。

O
上

野
古

墳

三
州
志
来
図
概
肺
A
K
云
ふ
。
小
立
野
牛
坂
遺
児
古
墳
多
し
。
共
の
古

墳
共
大
に
し
て
庶
人
の
墳
墓
陀
非
歩
。
此
の
溢
中
秋
弄
月
の
最
勝

公
な
り
。
脇
問
タ
庵
組
父
の
如
帥
聞
は
.
前
閉
山
陣
の
檎
に
て
.
朝
鮮
人

金
氏
な
り
。
然
る
に
此
の
叩
逃
走
松
山
・
閣
制
河
映
帯
せ
る
勝
景
、
故

郷
の
風
景
に
紡
綿
た
り
と
て
.
思
郷
の
涙
主
流
せ
し
と
な
り
。
詩
歌

者
流
此
の
古
塚
の
羽
に
登
り
て
月
を
公
す
。
然
れ
ど
も
鮒
酒
多
時
な

れ
ば
.
境
懇
妖
山
町
M
E在
す
と
云
ひ
停
ふ
。
按
宇
る
に
.
是
長
享
以
前

官
樫
氏
代
々
の
遺
墳
左
る
べ
し
。
此
の
地
政
親
以
後
は
緯
賊
の
地
な

れ
ば
、
此
に
墳
墓
は
築
く
べ
か
ら
・
?
。
放
陀
政
貌
・
務
俊
晴
氏
等
の

絞
‘
野
々
市
仰
燈
寺
印
刷
L
K
K
散
在
す
。
或
は
思
ム
。
本
政
寺
尾
山

ムハ五




